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ヴ ェ ル ナ ー ・ ヨ ハ ネ ス ・ グ ッ ゲ ンハ イ ム （Werner Johannes Guggenheim 1895-1946 年 ） は 、20i(i:紀
に活 躍 し た ス イ ス の 劇作 家 ・ 翻 訳 家 で あ る 。 彼 は 約10 本 の 劇 を 残 し たが 、 そ の 多 く は 今 日 で は 忘 れ
ら れ、 ス イ ス にお い て も演 劇 に関 心 の あ る 人 を 除 け ば 、 彼 の 名 前 を 知 る 人 は 少 ない 。 む しろ グ ッ ゲ ン
ハ イ ム の 名 前 は 、 フ ラ ン ス 語 圏 ス イ ス 出 身 の 作 家 シ ャ ル ル ・フ ェ ル デ ィ ナ ン ト ・ ラ ミ ュ （CharlesFerdinand Ramuz
） の作 品 を ド イ ツ語 へ 翻 訳 し た1 翻 訳 家 と し て 、 今 日 まで 残 っ てい る よ うで あ る。 グ
ッ ゲ ン ハ イ ム が 残 し た 劇 の 中 で 日 本 と 関 係 し 、 ス イ ス に お い て 近 年 に 至 る まで 半 世 紀 近 く 上 演 さ
れ2 、 私 見 で は 未 だ に 現代 性 を失 っ てい ない 作 品 が 、『日 本 へ の 爆 撃 機 』（Bomber fur Japan 1937 年 ）
で あ る。 こ の作 品 は ス イス にあ る 架 空 の 航 空 機 メ ーカ ーで 作 ら れ た 戦 闘 爆 撃 機 の、 日本 へ の輸 出 の 是
非 を め ぐ る、 同社 の関 係 者 内 で の 確 執 を テ ー マ と し て い る 。
『日 本 へ の 爆 撃 機 』 は 文 学 史 上 、「時 事 劇 」（Zeitstiick） と 呼 ば れ る ジ ャ ン ル に 分 類 さ れ て い る3 。
「 時 事 劇 」 と は 同 時代 の 出 来 事 を テ ーマ とし 、 観 衆 の 啓 蒙 と挑 発 を 目 的 と し た 劇 の 総 称 で あ る。 1920
年 代 のエ ル ンス ト ・ト ラ ー （Ernst Toller）『 どっ こ い 、 お い ら は生 きて い る 』 か ら40 年 代 の ヴ ォ ル フ
ガ ン グ ・ ボ ル ヒ エ ル ト （Wolfgang Borchert ）『戸 口 の 外 』 を 経 て60 年 代 の ロ ル フ ・ホ ッ ホ フ ー ト
（Rolf Hochhuth ）『イ戈理 人 』 等 の 作 品 に 至 る ま で 、 ド イ ツ 語 圏 の 舞 台 で 一 世 を 風 廃 し か
  o
『 日 本へ の爆
撃 機 』 の 背 景 とな っ て い る 同 時 代 の 主 た る 出 来 事 と は 、1930 年 代 後 半 、 日本 ・ド イ ツ ・ イ タ リ ア と
い う 枢 軸 国 が 世 界 各 地 で 繰 り広 げつ つ あ っ た様 々 な 軍 事 行 動 で あ る 。 ス イ ス は こ う し た 世 界 の 動 き
に 、 矛 盾 し た 対 応 を取 ら ざ る を 得 な かっ た。 つ まり 一 方 で ス イス の武 器 輸 出 額 は 、1935 年 の300 万
ス イ ス プー ラ ンか ら1938 年 の4000 万 ス イ ス ・ フ ラ ン （ 以 下 フ ラ ン ） へ と 増 加 し た5 。 他 方1930 年 代
＊　 人 間科 学 総 合 研 究 所 研 究 員 ・東 洋 大 学 経 済 学 部
1　La Gar^on Savoyard の翻 訳 等。 ラ ミュ の 肖像 は ，200 ス イ ス ・ フ ラ ン紙 幣 に 印刷 さ れ てい る。
2　 詳 し く は ，「m. 受 容」 を 参 照 。
3　Stern,Martin : Das schweizerische Zeitstuck 1933-1945. Notizen zu einer vergessenen Gattung, in : Kein einig Volk. Funf
schweizeirische Zeitstiicke 1933-1945, hrsg.v.Ursula Kaser-Leisibach u. Martin Stem, S.511.
4　Ebd.,S.507.













（I ）、『日本への爆撃機』のあらすじ（H ）、受容（m ）をまとめ、作品の分析（IV）を行う。

















Anhang ・Werner Johannes Guggenheim  （1895-1946 ）, in ; a.a.O.,S.471.
Mattioli, Aram : Zwischen Demokratie und totalitarer Diktatur. Gonzague de Reynold und die Tradition der autoritaren
Rechten in der Schweiz, Zurich 1994, S.241.
7　引用は，Guggenheim,  Werner Johannes : Bomber fiir Japan, Zurich 1938から行 う。
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n. 『日本 への爆撃機』の内容
本章においては、上で触れた「時事劇」という性格を考慮し、時代背景を補足しながら同作のあら






























54 東洋大学人間科学総合研究所紀要　第15 号（2013 ）
1937 年8 月、第二次上海事変が勃発し、日本海軍は同月、九州の基地から南京への渡洋爆撃を開
始した。日本海軍の記録によれば12 月13 日の南京占領にいたるまで、50 数回の空襲が行われ、参
加延機数は900 余機、投下爆弾は数百トンに及んだ。南京市長馬超俊の報告によれば、8 月15 日か





























笠原十九司 『南京事件』（岩波新書、1998 年）pp. 40-41.
こ れを筆者はバ ーゼ ル大学図書館所蔵Neue Ziircher Zeitung のバックナンバ ーによって確認した。
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おけるイタリア軍（1935 年12 月～1936 年3 月）"であ り、［戦闘爆撃機］（Kampfflugzeug）や急降下
爆撃機によって「恐るべき爆弾を用いた戦争」を行ったのは日本軍のみならず、スペイン内戦の際フ
ランコ側を支援したドイツのコンドル軍団であったからである。後者について、ドイツの戦闘爆撃機


















10　笠原十九司 『日中全面戦争 と海軍　パナ イ号事 件の真相』（青 木書店，1997 年）p. 83.毒ガス弾の投 下 は，実
際 には行 われなかっ た。
11　Anhang, a.a.O.,S.472.
12　もっとも歴史学的に確かなことをい うためには，上 で触れた飛 行機の種類がスイスのメディアで報道 されてい
たか， グッゲンハ イムがこうし た情報 に触 れていたか，検証が必要ではある。
13　Gesprach mit Ursula von Wiese im Programmheft der Spielzeit 87/88, Nr.7 des Stadttheaters Luzem, S.6.
14　s. Anhang, a.a.O・,S.472. 1937年11 月 には，日独伊防共協定が締結された。
15　A.a.O.,S,471.



































































































16　Kuhn,  Thomas K. :Reformator ， Prophet － Patriot. Huldrych Zwingli und die nationale Besinnung der Schweiz bei Leon-hard Ragaz, in : Die Ziircher Reformation : Ausstrahlungen und Riickwirkungen, hrsg. im Auftrag des Zwinglivereins V. A1-fred Schindler u. Hans Stickdberger, Bern
 2001, S.481.
17　創 世 記2 －10o

































18　Kuhn,  T. K.:a.a.O., S.477.







1938 年1 月に行われた『日本への爆撃機』のビールでの初演は大成功を収め、当地で計18 回 の上
演が行われた19。 1938年の間に同作はバーゼル、ベルン、ゾロトゥルン、オルテン等スイスの他 の町
















化政策に反するとされたo リーザーは1938 年、経営上の理由でプフ アウェン劇場の売却を決断し支
19　以 下 『日 本 へ の爆 撃 機 』 の受 容 に関 す る記 述 は， 主 にAnhang,a.a.O.,S.  472-476 に よ る 。
20　s. a.a.O., S.473.「『 日本 へ の 爆 撃 機 』 は 人 間 の 純 化 や 改 善 に 役 立 た な い 」（"Bomber  fiir Japan", in : Neue BernerZeitung 7. 10. 1938
），「ゲ オ ル ク が 自 ら の 階 級 の 思 考 世 界 に 捉 え ら れ ，具 体 的 な 行 為 に 至 ら な い の は 遺 憾 」
（"Bomber  fiir Japan", in :Volksrecht  Zurich, 28.1.1938 ），「ゲ オ ル クの 死 は英 雄 的 で は な く ，弱 さ に由 来 す る。 そ れ
は ， より 深 い 悲 劇 的 な震 憾 で は な く ， 同 情 を 呼 び 覚 ま す に 過 ぎ な い」（"Bomber  fiir Japan"， in : Basler Nachrichten25.3.1938
）「ゲ オ ル クの や り 方 は う ま く ゆ か な か っ たの で ，私 た ち は即 刻 よ り 良 い 道 を探 そ う」（"Bomber  fiir Ja-pan",in : Die
Weltwoche, 17.2.1939 ） 等 。
21　Anhang, a.a.O., S.474.
22　Amrein,  Ursula : Kulturpolitik und Geisdge Landesverteidigung － das Zurcher Schauspielhaus, in : Filnfzig Jahre danach.Zur Nachgeschichte des Nationalsozialismus, hrsg.v. Sigrid Weigel u. Birgit Erdle, Zurich 1996,
 S.286-300.



























23　Walterlin, Oskar:Zum  neuen  Beginn. Anlasslich der Ubemahme der Direktion des Ziircher Schauspielhauses （1938 ）,in
: Bekenntnis zum Theater. Reden und Aufsatze. Illustrationen von Teo Otto, hrsg.v. der Neuen  Schauspiel AG zum 60. Ge-burtstag von Oskar Walterlin, Ziirich 1955,S.64 f..
24　Amrein,  U.:a.a.O.,  S.308.
25　Kreis, Georg   （Hrsg. ）:Staatsschutz in der Schweiz : die Entwicklung 1935- 1990 ； eine multidisziplinare Untersuchung,Bern/Stuttgart/Wien 1993, S.254.
26　Anhang, a.a.O.,S.475.
27　Stefani,Guido : Papierene Moral in Schwarzweisstonen,  in :Luzerner Neueste  Nachrichten,21.11.1987.
28　http://WWW Kopf-Waffenexporteur.html





























はゲオルクへの同情がゆえに後で立場を変えたことを厳しく咎める（S.39,  67,  74）のも、彼女ら
の個人としての精神的なモラルが不確かであるからに他ならない。
29　聖書やキリスト教に関する語彙は、ゲオルクを皮 肉る時 にし か使 われない （s. S.15,  21 f.。）。
30　ペ ランは第一 幕で行われる会議の前に、「理性」つ まり自分の 立場が勝 つだろう、 とい う（S.6）。その他 の箇
所で、Vernunft は「正気」あるいは「分別」とい った、日常 語的 な意味で用いら れている（S.58, 62,  64,  69) 。31
彼の批判は、ペ ランやカールのみならず共産主義者 に対 して も向 けら れてい る（S.81 ）。彼ら は、こ の2 人と
同様、しかし「体系の 強制」 という別の理由から、個人の精神的なモラ ルを評価し ない。
























32　独 立 専 門 家 委 員 会　 ス イ ス ＝ 第 二 次 大 戦 『中 立 国 ス イ ス と ナ チ ズ ム　 第 二 次 大 戦 と 歴 史 認 識 』（黒 藻 隆 文 編
訳 、 京 都 大 学 学 術 出 版 会 、2010 年 ）p.  190.
33　同 上 、p.191.
34　Zanoli, Marco : Zwischen Klassenkampf, Pazifismus  und Geistiger Landesverteidigung. Die S  ozialdemokratische Parteider Schweiz und die Wehrfrage 1920-1939, in : Zurcher Beitrage
 zur Sicherheitspolitik und Konfliktforschung, Nr. 69, 2003 ，S.230.
  （http : //e-collecdon.library,ethz.ch/eserv/eth : 26918/eth-26918-01.pdf ）
35　金 持 ちの 青 年が イエ ス に永 遠 の 救 い に 入る 道 を尋 ねる と、 イエ ス は全 財 産 を寄 付 す べ きこ と を勧 め 、 そ れ が で
き な い 若 者 は 失 望 し て イエ ス の 下 を 去 っ て い っ た （マ タ イ19 －16 ～22 ）。
36　ゲ オ ル ク は 「私 は弟 （ アペ ル） の番 人 で し ょう か」（創 世 記4 －9 、 新 共 同 訳 、 聖書 か ら の 引 用 は以 下 同 様 ）
と語 り 日 本 へ の 爆 撃 機 の 輸 出 を カ イ ン の弟 （つ ま り 中 国 ） 殺 し に 讐 え （S.12 ）、 ペ ラ ン は、 ゲ オ ル クが 最 後 の 審 判
の ラ ッ パ を 吹 い て い る と 那 楡 す る （S.17 ）。 ア ン ナは 、 ル タ ーが ヅ オ ル ムス 国 会 へ 召 還 さ れた 時 に 語 っ た の と同 じ
台 詞 「私 に は こ れ し か で き ま せ ん」 に よっ て ゲ オ ル クの 意 見 を 支持 し （S.21 ）、 ペ ラ ン は 日本 へ の 爆 撃 機 の 輸 出 取
り止 め の 決 定 を 株 主 に 説 明 で き る か 危 惧 し 、 次 回 の 委員 会 は教 会 で 開 こ う と 提 案 す る （S.21 ）。 グリ ッ ド は ゲ オ ル
ク を 、彼 は ヨ ー ロ ッ パ の 道 徳 教 皇 で は な い 、 と し て た し な め る （S.37 ） 等 。
























  33,  66,  72）という問いである。 イエスは悪魔の誘惑を退けたが、グリッドはホルンに説き伏せ
られ、アンナもゲオルクに与したがっての意見を変える（アンナが最初の意見を変えたことは、カー
ルによって「回心させるbekehren」というキリスト教的な表現によって形容されている［S.67])。彼




37　このラテ ン語訳聖書 ヴルガ ータ（エ ゼキエ ル3 －19）からの 言葉は、「自分 は警告を発し、い うべ きこと はい
い尽 くし た。後 の責任 は負 わない」 という意味でしばしば用いられる。
38　ここは新共同訳では 「悪い者」だが、ル ター訳のドイツ語聖書に則って「悪」としてお く。
39　マ タイ4 にお いて悪 魔はイエス に対し、石 がパンに なるように命 じ、神 殿の屋根 から飛 び降 り、 世の全て の
国 々を与える代 わりに悪魔 を拝 むよう、誘惑する。




























に1918 年ゼネストを行った。しかし軍隊の投入により鎮圧された。 1920年代から30 年代にかけて
は、彼らに脅威を覚える市民階級が結成した「ブルジョワ・ブロック」との対立が続いた。しかし社
会民主主義党は1935 年の党大会を転機に従来の階級闘争、反軍隊路線を変更し、「精神的国土防衛」
佃　ル ター訳聖書 におけるVernunft は新共同訳で「思惑」（コリント2　10 －6）、（肉と同列 に置かれた）「心」（エ
フェ ソ2　2 －3）と訳され、否定的な意味で 用いら れてい る場合があ る。
41　ル ター『奴隷的 意志』（山内 宣訳、世界の名著 『ルター』、中央公論社、1966 年）pp. 236-237 等。

































■13　Heiniger、Markus : Dreizehn Grunde. Warum die Schweiz im Zweiten Weltkrieg nicht erobert wurde, Zurich 1989,  S. 198.AA　Jost,Hans
Ulrich : Identitat und nationale Geschichte, in : Widerspruch. Beitrage zur sozialistischen Politik, 1987,Heft 13,S.12.




























45　Gesprach mit Ursula von Wiese, a.a.O.、S.7.
46　民 族主義を標榜するイタリアはイタリア系住民の住む国外の地の併合を図っており（イレデンティズモ［未回
収地回復運動D 、 スイスのロマ ンス語圏はこ の運動の標的 となってい た。 他方ス イス国内においては、 ナチ ス・
ド イツに同調する国民 戦線 の動 きがあっ た。
47　(SI有のもの と外来のものとの錯綜を見ることなく］「スイス固有のものは良い、外国から来たものは悪 い」 と
いう単純 な対 立図式、「価値ある （スイス）固有 のものの ため の戦い は、価値 のない外国 のものを防ぐ ため の最善
の戦いであ る」 といっ た「精神的国土 防衛」観 も存在し た（s. Amrein, U.:a.a.O.、S.294f..）。











*    Hilty, Hans  Rudolf : Schweizer Waffenhandel 、 dramatisch、in : Tages-Anzeiger, 4.12.1987
【Abstract 】
The Bulletin of the Institute of Human Sciences, Toyo University, No. 15




Die vorliegende Abhandlung unternimmt den Versuch, das Bild der “Geistigen Landesverteidigung" der Schweiz in WernerJohannes Guggenheims
 (1895-1946)Zeitstuck “Bomber  ftir Japan" (1937)zu verdeutlichen. Es werden Guggenheims Le-benslauf vorgestellt
 (I), die万Handlung de 万s Werkes  (II) sowie  seine Rezeption (Ill) zusam:mengefasst und sein Inhalt analysiert(IV).
 Die Untersuchung ergab ， dass Guggenheim unter der “Geistigen Landesverteidigung" in seinem Werk das Verbot desWaffenexportes in die inhumanen Achsenmachte, die Betonung der individuellen Moral als Grundlage iind die Suche nacheiner idealen Verbindung zwischen der Arbeiterklasse und den Staatsbiirgern (citoyen)verstand.
Keywords : Switzerland, drama,  Spiritual defence, Arms Exports, Anti-fascism
本論 は、ス イスの劇作家ヅエルナー・ヨハネス・ グッゲンハイム（Werner Johannes Guggenheim 1895-1946 年）
の時事 劇『日本への爆撃機』（Bomber   fiir Japan 1937年）に現 れた、「精神的国土防衛」の姿を明らかにすること
を目的 とする。「精神的国土防衛」 とは、周囲をド イツ、 イ タリ ア等 の大国に囲 まれたス イスにおい て1930 年代
以 降、唱 えられた、「スイスの特性を強調し、 全体主義的 な独裁政権に対 して自らを守る姿勢」 の総称で、こ れに
は多 くの変 種が存在した。本論におい てはグッゲンハ イムの略 歴、作 品のあらすじ、受 容を紹介し、作品 の分析
を行っ た。 検討 の結果、『日本への爆撃機』において 「精神的 国土 防衛」 とは、非 人道的 な枢軸国への武器輸 出の
禁止、個 人のモラルの強調、 労働者とF 国家市民citoyen」の理想的な結びつ きの模索を意味し てい ることが 明ら
か となっ た。
キーワ ード：ス イス、劇、精神的国土 防衛、武器輸出、反 ファシズム
＊　A professor in the Faculty of Economics, and a member of the Institute of Human Sciences at Toyo University
